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広　報

しんおんせん

３月 29 日（土）旧温泉総合支所跡地に「湯村温泉観光交流センター（薬師湯）」がオープ
ンしました。この日は竣工式並びに祝賀セレモニーが行われ、馬場町長をはじめ住民代表
者など約 80 人が出席し、薬師湯の完成を祝いました。

●平成 20年度予算概要…………………………2ページ
●健康増進計画・食育推進計画について……6ページ
●定期人事異動について………………………8ページ

●すけっちしんおんせん…………………… 16ページ

●くらしの情報……………………………… 18ページ 4
新温泉町広報
－平成20年4月号－

vol.31
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海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

歳入合計
91 億 1,600 万円

一般会計（歳入）

地方交付税
41億 3,800 万円
45.4％

町税
16億 2,371 万円
17.8％

町債
8億 4,090 万円
9.2％

県支出金
7億 6,371 万円
8.4％

分担金及び負担金
7,237 万円
0.8％

使用料及び
手数料
2億 2,524 万円
2.5％

国庫支出金
2億 8,649 万円
3.1％

諸収入
3億 6,126 万円
4.0％
繰入金
2億 2,688 万円
2.5％

寄付金
2,174 万円
0.2％

地方譲与税
1億 2,770 万円
1.4％

地方消費税
交付金
1億 6,530 万円
1.8％

自動車
取得税
交付金
8,780 万円
1.0％

地方特例交付金
1,620 万円
0.2％

財産収入
1億 1,760 万円
1.3％

　

平
成
20
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
を
中
心
と
す
る

情
報
の
一
体
化
を
図
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業

を
は
じ
め
、
七
釜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
建
設
や
浜
坂
中
学
校
耐
震
補
強
工
事
、

幼
保
一
元
化
を
推
進
す
る
た
め
に
施
設

整
備
を
行
う
ほ
か
、
農
業
・
農
村
の
活

性
化
に
繋
げ
る
た
め
浜
坂
地
域
で
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
温
泉
地
域
で
の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
は
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。

　

新
し
い
町
の
実
感
を
住
民
一
人
ひ
と

り
が
感
じ
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
策
定
し

た
「
新
温
泉
町
総
合
計
画
」
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
向
５
つ
の
政
策
に
沿
っ
て

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
と
人
と
の
豊
か
な
関
係
づ
く
り

　

住
民
グ
ル
ー
プ
の
支
援
や
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
を
積
極

的
に
推
進
し
、
町
民
交
流
バ
ス
事
業
や

海
外
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
な
ど
を
通
じ
て
、
連
携
・
交
流
を
促

進
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
公
立

浜
坂
病
院
を
基
軸
と
し
た
医
療
環
境
の

充
実
を
図
り
、
さ
ら
に
特
定
健
診
と
併

せ
が
ん
検
診
を
実
施
す
る
な
ど
予
防
事

業
を
充
実
し
、
町
民
が
健
や
か
で
心
豊

か
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
福
祉
や
障
害
者

福
祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
、
高
齢
者
や
障
害
者
等

が
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

　

す
べ
て
の
人
の
差
別
・
人
権
問
題
を

解
消
す
る
た
め
、
人
権
意
識
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
教
育
に
お
い
て
は
、
郷
土
に

　

平
成
20
年
度
は
新
温
泉
町
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
３
年
目
と
な
り
、
よ
り
一
層

の
行
財
政
改
革
が
求
め
ら
れ
る
年
で
あ
り
ま
す
。
住
民
の
安
心
と
安
全
が
実
感
で
き

る
町
づ
く
り
を
基
本
に
、
提
唱
し
て
お
り
ま
す
４
つ
の
Ｋ
（
健
康
・
環
境
・
観
光
・

教
育
）
を
中
心
と
し
た
事
業
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
も
、
歳
入
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
、
財
政
運
営
は
一
段
と
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
求
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
、
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

―

平
成
20
年
度
予
算
概
要―

その他
4,110 万円
0.4％
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会計別の予算額
（単位：千円）

会　計　名 平成 20 年度予算 前年度対比
一　般　会　計 9,116,000  △ 4.3

特

別

会

計

国民健康保険事業（事業勘定） 1,735,834 △ 3.8
国民健康保険事業（照来診療所施設勘定） 42,072 3.4
国民健康保険事業（八田診療所施設勘定） 41,265 △ 4.1
国民健康保険事業（歯科診療所施設勘定） 65,170 4.5
老人保健事業 206,117 △ 88.2
介護保険事業 1,163,358 6.7
浜坂地区残土処分場事業 45,653 △ 50.6
温泉地区残土処分場事業 8,605 △ 74.3
コミュニティ・プラント事業 116,469 △ 1.6
宅地造成事業 12,024 0
簡易水道事業 25,167 △ 0.4
七釜温泉配湯事業 11,636 △ 19.4
下水道事業 1,005,145 △ 3.4
後期高齢者医療 194,142 皆増

計 4,672,657 △ 23.7
公
営
企
業
会
計

浜坂温泉配湯事業 47,769 △ 16.4
水道事業 499,710 10.7
公立浜坂病院事業 1,755,872 3.7

計 2,303,351 4.6

一般会計（歳出）
　人件費は、退職勧奨制度の活用
及び退職者の補充抑制により総額
の削減を図りました。一般行政経
費は、全般的に経費の節減、合理
化に努め、必要最小限としました。
投資的経費は、厳しい財政状況を
考慮し、将来に渡って住民の満足
度を高めることを基準とし財源の
範囲内で優先順位の高いものから
実施します。主なものは、CATV
整備事業、主要道路整備、学校整
備事業、消防車両購入事業に加え、
県営事業に対する負担金などにか
かる経費を計上しました。

一般会計（歳入）
　町税は、地方税制度の改正を見
極めるとともに過去の実績を勘案
し、地方譲与税及び交付金は、地
方財政計画に基づき、新たに減収
補てん特例交付金を見込みまし
た。地方交付税は、新たに創設さ
れた地方再生対策費を見込み、さ
らに、国庫支出金と同様に合併に
伴う財政支援を見込みました。

土木費
3億 3,928 万円 3.7％

H20（2008）.4.10

歳出合計
91 億 1,600 万円

総務費
9億 6,601 万円
10.6％

一般会計（歳出・目的別）

民生費
17億 8,625万円
19.6％

衛生費
8億 3,474 万円
9.2％

労働費
1,195 万円
0.1％

農林水産費
10億 2,786万円
11.3％

商工費
3億 6,815 万円 4.0％

消防費
4億 4,664 万円
 　　　　 4.9％

教育費
8億 1,524 万円
8.9％

公債費
15億 6,039万円
17.2％

諸支出金
8億 2,380 万円
9.0％

予備費
2,500 万円
0.3％

議会費
1億 1,069 万円
1.2％

愛
着
を
持
ち
、
地
域
に
根
ざ
し
た
次
世

代
の
担
い
手
を
育
成
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
通
じ
て
、生
き
が
い・

楽
し
み
・
誇
り
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

豊
か
な
地
域
産
業
づ
く
り

　

雇
用
の
促
進
を
図
り
、
産
業
間
の
連

携
と
人
材
を
育
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
、
農
林
水
産
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
、
体
験

交
流
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、

空
き
店
舗
対
策
事
業
等
、
商
工
業
を
活

性
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

住
み
た
く
な
る
環
境
づ
く
り

　

ユ
ネ
ス
コ
に
お
け
る
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
（
地
質
公
園
）
の
認
証
に
向
け

た
取
り
組
み
を
す
す
め
、
地
域
高
規
格

道
路
（
仮
称
・
浜
坂
道
路
）
の
整
備
な

ど
、
快
適
な
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
作
成
す
る

「
予
算
説
明
書
」
に
て
紹
介
し
ま
す
。
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―

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ―

 
夢
が
広
が
る
「
夢
ネ
ッ
ト
」

　

全
町
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
整
備

　

こ
の
事
業
は
、
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
告
知
放

送
受
信
機
を
全
世
帯
へ
設
置
す
る
こ
と

に
よ
る
安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
、ケ
ー

ブ
ル
電
話
機
に
よ
る
住
民
の
交
流
促

進
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
よ
る
各

種
情
報
の
受
発
信
な
ど
地
域
を
活
性
化

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
で
す
。
特
に

こ
の
た
び
整
備
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

は
、
各
家
庭
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷

設
す
る
こ
と
に
よ
り
全
地
域
で
高
速
大

容
量
の
通
信
が
可
能
と
な
り
、
将
来
の

高
度
な
技
術
や
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

高
速
通
信
網
が
社
会
を
変
え
ま
す

　

放
送
と
通
信
の
融
合
が
現
実
の
も
の

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
日
に
お
い

て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
敷
設
が
町
の

将
来
を
明
る
く
照
ら
し
て
く
れ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
利
用
し
な
い
」

と
言
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
情
報
化

が
進
ん
で
く
る
と
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
」
が
、
情
報
を
意
識

す
る
こ
と
な
く
受
け
ら
れ
る
そ
ん
な
社

会
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
情
報
化
社

会
を
実
現
す
る
に
は
、
情
報
通
信
基
盤

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
利
活
用
に
よ
っ

て
町
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
、
福
祉
や
医
療
へ
の

利
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
づ
く
り
は
、
行
政
と
住
民
・
各
種

団
体
や
企
業
が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
事
業
推
進
に
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
が 

　
　

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
情
報
通
信
基
盤
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
合
併
後
の

町
の
一
体
感
を
醸
成
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
費
を
平
成
20
年
度
の
予
算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
浜
坂
地
域
へ
の
延
伸
事
業
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
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ケーブルテレビ事業

▼
内
容

①
新
温
泉
町
生
活
交
通
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果

②
公
共
交
通
維
持
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方

③
路
線
別
乗
車
実
態
と
想
定
で
き
る
対

応
策
の
事
例

④
路
線
別
対
応
策
と
実
証
運
行
の
概
要

⑤
運
行
方
法
と
運
行
ダ
イ
ヤ

▼
対
象
者　

沿
線
地
区
住
民

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

ケーブルテレビの加入希望について

―――　ケーブルテレビ事業についてのお問い合わせはこちらまでお願いします　―――
　企画課ケーブルテレビ事業推進係　電話（０７９６）82‐５６２４　ファクス（０７９６）82‐３０５４
　ケーブルテレビ事業室　　　電話（０７９６）99‐２０８０　ファクス（０７９６）99‐２０８１

　ケーブルテレビ事業実施にあたり整備対象の
確認と機器の調達の参考にするために、浜坂地
域の全世帯に加入希望書を配布・回収します。
区長・町内会長を通じて今月号の広報と一緒に
配布していますので、４月 30日（水）までに
返信用封筒にて区長・町内会長に届けるか役場
企画課まで返信ください。情報通信基盤（光ファ
イバー網敷設）の整備にご理解をいただき、た
くさんの地域情報とサービスを多くの方にご利
用いただきたいと思います。

　加入希望書を提出いただくことで、今後の事
業推進において効率よく、加入の取りまとめを
行うことが出来ます。加入を希望される方は、
ぜひとも提出をお願いします。
　正式な加入申込は、条例改正後に再度提出い
ただきます。なお、加入金を免除する加入促進
期間は、平成 20年度中に設ける予定です。

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
（
バ
ス
路
線
）
の

再
編
計
画
策
定
に
か
か
る
住
民
懇
談
会
の
開
催

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
り
町
内
全
域
で
の
公
共
交
通
体
系
の
見
直
し
を
進
め
る

た
め
、
去
る
10
月
31
日
に
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
か
ら
な
る
新
温
泉
町
交
通
政
策

研
究
会
を
設
立
し
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
（
バ
ス
路
線
）
再
編
計
画
策
定
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

同
計
画
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
、
バ
ス
路
線
の
維
持
、
確
保
に
向
け
た
本
町
の

基
本
的
な
考
え
方
を
お
示
す
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
情
報
を
共
有
し
、

身
の
丈
に
あ
っ
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
確
立
す
る
た
め
住
民
懇
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼日　程
と　き ところ 対 象 地 区

４月16日（水）浜坂西小学校 浜坂西小学校区
４月17日（木）浜坂東小学校 浜坂東小学校区
４月18日（金）浜坂南小学校 浜坂南小学校区
４月21日（月）浜坂多目的集会施設 浜坂北小学校区
４月24日（木）春来公民館 春来小学校区
４月28日（月）八田小学校 八田、奥八田小学校区
５月  2 日（金）照来小学校 照来小学校区
５月  7 日（水）温泉総合支所 温泉小学校区
５月  8 日（木）熊谷小学校 熊谷小学校区
※時間はいずれも午後７時 30分～
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健
康
長
寿
の
実
現
の
町
を
め
ざ
し
て
、
み
ん
な
で
取
り
組
む

　

「
新
温
泉
町
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た

　

わ
が
国
は
、
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
が
、
が
ん
や
高
血
圧
、
心
臓
病
な
ど
生
活

習
慣
病
の
増
加
、
ま
た
、
高
齢
化
に
よ
る
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
世
帯
分
離
に
伴
い
、
核
家
族
化
や

一
人
暮
ら
し
等
高
齢
者
世
帯
の
増
加
が
み
ら
れ
、
生
活
習
慣
病
等
疾
病
予
防
と
生

涯
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方

　

次
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
個
人
、
家

庭
や
学
校
、
職
場
、
地
域
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
運
動
を
進
め

ま
す
。

①
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に
あ
っ
た

健
康
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す

　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に
対
す
る

自
己
評
価
や
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る

視
点
を
重
視
し
、
生
涯
各
期
の
健
康
に

関
す
る
課
題
（
実
現
し
た
い
目
標
や
健

康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
）
等
を
揚
げ
て

い
ま
す
。

②
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方

を
入
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り
対
策
は
、

個
人
の
自
助
努
力
に
の
み
頼
っ
て
き
ま

し
た
が
、
町
行
政
を
は
じ
め
健
康
福
祉

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
実
践
す
る
健
康
づ
く
り
を
基
本

に
、
家
庭
、
学
校
、
職
域
、
地
域
、
そ

し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
の
総
合
的
な
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
の
指
針
と
な
る

『
健
康
増
進
計
画
』と『
食
育
推
進
計
画
』

を
各
種
団
体
代
表
で
構
成
さ
れ
た
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
で
検
討
し
策
定
し

ま
し
た
。

基
本
理
念

◇
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
の
大
切
さ

を
自
覚
し
、自
分
の
状
態
を
把
握
し
、

自
分
ら
し
く
充
実
し
て
心
身
と
も
に

い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

◇
み
ん
な
が
健
康
に
つ
い
て
気
軽
に
話

し
合
い
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地

域
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

を
基
本
に
『
健
康
長
寿
の
町
』
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。

計
画
の
期
間

◇
平
成
20
～
24
年
度
ま
で
の
５
年
間

▼計画で設定するライフステージ
ライフステージ 対象年齢
 妊娠・出産期  妊産婦

 乳幼児期  0～ 5歳と保護者

 学童・思春期  6 ～ 19 歳

 青年期  20 ～ 39 歳

 壮年期  40 ～ 64 歳

 前期高齢期  65 ～ 74 歳

 後期高齢期  75 歳以上
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④
た
ば
こ

　

喫
煙
に
よ
り
肺
が
ん
や
種
々
の
病
気

の
危
険
性
が
増
大
し
ま
す
。
ま
た
、
受

動
喫
煙
に
よ
る
体
へ
の
影
響
も
見
逃
せ

ま
せ
ん
。

⑤
ア
ル
コ
ー
ル

　

飲
酒
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
ほ

か
、
肝
疾
患
、
脳
卒
中
、
高
血
圧
症
な

ど
の
健
康
障
害
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

⑥
口
・
歯
の
健
康

　

歯
の
喪
失
の
防
止
は
、
食
物
を
噛
み

砕
く
、
食
事
や
会
話
を
楽
し
む
等
に
よ

る
生
活
の
質
の
確
保
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
。
一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
る
た

め
に
は
、
自
分
の
歯
を
１
本
で
も
多
く

健
康
に
保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
80
歳

で
20
本
以
上
の
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

⑦
生
活
習
慣
病

　

こ
の
病
気
は
、
食
生
活
や
運
動
、
休

養
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
が
、

そ
の
発
症
や
進
行
を
大
き
く
す
る
慢
性

の
病
気
で
す
。
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
に
よ
り
あ
る
程
度
予
防
が
可
能
で

す
の
で
、
発
病
そ
の
も
の
を
予
防
す
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

※
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
毎
に
め
ざ
す
健
康

づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
目
標
）
と

領
域
別
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
ま
と
め
ま
て
い
ま
す
。

食
育
へ
取
り
組
み
を
実
践

し
ま
し
ょ
う

◎
３
つ
の
柱

①
「
食
」
を
通
し
て
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
よ
う

②「
い
た
だ
き
ま
す　

ご
ち
そ
う
さ
ま
」

で
食
に
感
謝

③
家
庭
、
学
校
、
地
域
等
み
ん
な
で
取

り
組
む
食
育

※
法
律
で
定
め
ら
れ
た
特
定
健
康
診
査

等
実
施
計
画
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

新
温
泉
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

事
務
所
等
関
連
機
関
、
医
療
機
関
、
学

校
、
職
場
、
地
域
団
体
等
が
連
携
し
、

個
人
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
対
策
を

推
進
し
ま
す

　

町
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
や
課
題

等
は
年
齢
や
世
代
で
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
ま
た
、
生
涯
各
期
の
結
果
が
、
次

の
段
階
、
あ
る
い
は
高
齢
期
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
こ
で
７
つ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
毎
に
健
康
課
題
を
把

握
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応

じ
た
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
一
次
予
防
に
重
点
を
置
き
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り
対
策
は
、

健
康
診
査
を
は
じ
め
疾
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
重
視
す
る
二
次
予
防

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
町

民
全
体
を
対
象
に
病
気
の
発
生
自
体
を

予
防
す
る
「
一
次
予
防
」
に
も
重
点
を

置
い
た
健
康
づ
く
り
運
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

７
つ
の
領
域
か
ら
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
生

活
習
慣
や
生
活
習
慣
病
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、

本
町
が
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
の
領
域

と
し
て
次
の
７
つ
の
領
域
を
選
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
方
向
性
と
具

体
的
な
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
栄
養
・
食
生
活

　

食
生
活
は
と
り
わ
け
生
活
習
慣
病
の

発
症
と
関
連
が
深
い
と
さ
れ
、
病
気
の

発
症
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
一
次
予
防

の
た
め
に
も
、
健
康
的
な
食
生
活
を
実

践
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
に
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
「
食

育
」の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
身
体
活
動
・
運
動

　

適
切
な
身
体
活
動
・
運
動
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
有

効
で
す
。
特
に
日
常
生
活
に
お
け
る
軽

い
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
健
康
維
持
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

③
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

　

心
の
健
康
は
、
身
体
状
況
や
生
活
の

質
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

休
養
や
ス
ト
レ
ス
管
理
、十
分
な
睡
眠
、

こ
こ
ろ
の
病
気
へ
の
対
応
な
ど
を
通
じ

て
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
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温
泉
総
合
支
所
長

▼
支
所
長
兼
振
興
課
長
兼
住
民
福
祉
課

長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
産
業
建

設
課
長　

馬
場
正
男
（
福
祉
課
長
兼
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

総
務
課

▼
課
長　

西
村
大
介（
上
下
水
道
課
長
）

▼
副
課
長
兼
人
権
推
進
室
長　

仲
村
秀

幸
（
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
▼
課
長

補
佐
兼
管
財
係
長　

井
上
弘
（
管
財
係

長
）
▼
行
政
係
長
兼
行
政
改
革
推
進
係

長　

中
井
勇
人
（
企
画
課
行
革
推
進
係

長
）
▼
財
政
係
長　

中
島
昌
彦
（
農
林

水
産
課
畜
産
係
長
）
▼
人
事
係
長　

山

基
恭
道
（
主
査
）
▼
電
算
係
長　

石
原

通
孝
（
主
査
）
▼
主
査　

朝
野
繁
（
八

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
主
査
）

▼
同　

福
田
由
紀
江
（
出
納
室
主
査
）

▼
同　

小
林
一
馬
（
主
事
・
兵
庫
県
市

町
振
興
課
派
遣
）
▼
主
事　

藤
村
歩
美

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
主
事
）
▼

運
転
手
兼
用
務
員　

西
澤
尊
（
振
興
課

運
転
手
兼
用
務
員
）

企
画
課

▼
課
長　

田
中
雅
樹（
社
会
教
育
課
長
）

▼
副
課
長
兼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
推

進
係
長　

西
村
徹
（
課
長
補
佐
兼
企
画

政
策
係
長
）
▼
企
画
政
策
係
長　

岡
坂

浩
一
（
主
査
）
▼
主
査　

中
村
裕
（
北

但
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
▼
主
事　

亀

谷
悦
生
（
町
民
課
主
事
）

企
画
課
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
）

▼
係
長　

岡
田
庸
子
（
健
康
課
主
査
）

税
務
課

▼
課
長
補
佐
兼
徴
収
係
長　

中
井
秀
忠

（
徴
収
係
長
）
▼
住
民
税
係
長　

島
木

正
和（
主
査
）▼
主
査　

谷
口
修
一（
振

興
課
主
査
）
▼
同　

平
澤
剛
太
（
主
事
）

町
民
課

▼
副
課
長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長　

谷

田
善
明
（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
農

地
整
備
係
長
）▼
主
事　

縄
手
美
幸（
住

民
福
祉
課
主
事
）

健
康
課

▼
課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
（
浜
坂

担
当
）　

西
垣
直
子
（
健
康
推
進
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
（
温
泉

担
当
）　

阪
本
明
美
（
住
民
福
祉
課
健

康
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
医
療
係

長　

中
井
誠
（
福
祉
医
療
係
長
）
▼
健

康
推
進
係
長　

西
垣
宏
一
（
介
護
老
人

保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
管
理
係
長
）
▼
国

保
年
金
係
長　

坂
本
正
人
（
健
康
推
進

係
長
）
▼
主
任
保
健
師　

重
本
栄
（
住

民
福
祉
課
主
任
保
健
師
）
▼
主
査　

山

根
学
（
学
校
教
育
課
主
査
）
▼
同　

村

尾
雄
一
郎
（
福
祉
課
主
査
）
▼
同　

三

谷
香
（
主
事
）
▼
保
健
師　

村
本
博
美

（
住
民
福
祉
課
主
事
）
▼
主
事　

田
中

早
耶
香
（
採
用
）

照
来
診
療
所

▼
所
長　

茶
谷
徳
行
（
照
来
診
療
所
長

兼
八
田
診
療
所
長
）

八
田
診
療
所

▼
所
長　

重
白
啓
司
（
採
用
）

福
祉
課

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　

小
西
清
司
（
町
民
課
参
事
兼
環
境
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▼
課
長
補
佐
（
要
介
護

認
定
調
査
担
当
）　

三
谷
富
美
子
（
農

業
委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐
）
▼
主
査

　

小
林
正
則
（
但
馬
長
寿
の
郷
派
遣
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
係
長　

田
中
美
和
子
（
主
査
）

浜
坂
保
育
所

▼
園
長
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

谷
口
惠
子
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
主
任

保
育
士
）
▼
主
任
保
育
士　

西
村
美
幸

（
保
育
士
）
▼
保
育
士　

北
村
恭
子
（
採

用
）

　
　
　

４
月
１
日
付
け
定
期
人
事
異
動

　

地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
合
併
後
３
年
目
を
迎
え
、
合
併
効
果
が
発
揮
さ
れ
、
総
合
的
行
政
・
行

財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
の
異
動
と
し
ま
し
た
。

　

組
織
改
革
と
し
て
「
行
政
改
革
推
進
係
を
総
務
課
に
移
管
」「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
推
進
係
を
新
し
く
設
け
事
業
推
進
を
図
る
」「
健
康
課
健
康
推
進
係
と
住
民
福
祉
課

健
康
係
を
統
合
、
健
康
課
健
康
推
進
係
と
し
、
健
康
増
進
事
業
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
集
約
」「
農
林
水
産
課
に
新
し
く
地
籍
調
査
係
を
設
け
、
事
業
推
進
を
図
る
」
こ
と

と
し
ま
し
た
。
以
下
、
４
月
１
日
付
け
定
期
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
任
、
氏
名
、
旧
任
の
順
）
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大
庭
保
育
所

▼
園
長　

平
田
眞
智
子（
主
任
保
育
士
）

▼
主
任
保
育
士　

加
藤
邦
江（
保
育
士
）

▼
保
育
士　

小
林
三
奈
子
（
採
用
）

居
組
保
育
所

▼
主
任
保
育
士　

藤
本
裕
子（
保
育
士
）

温
泉
保
育
園

▼
園
長
兼
子
育
て
支
援
部
長　

岡
田
恵

子
（
浜
坂
保
育
所
総
括
主
任
保
育
士
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
所
長　

西
垣
日
出
樹
（
住
民
福
祉
課

長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
）
▼
次

長
兼
温
泉
幼
稚
園
長　

岡
田
玲
子
（
温

泉
保
育
園
長
兼
子
育
て
支
援
部
長
）

商
工
観
光
課

▼
地
域
振
興
係
長　

中
井
一
久
（
教
育

委
員
会
分
室
生
涯
学
習
係
長
）
▼
商
工

労
政
係
長　

濱
田
浩
見（
健
康
課
主
査
）

農
林
水
産
課

▼
参
事
兼
畜
産
係
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長　

中
村
和
夫
（
産
業
建
設
課

副
課
長
兼
農
林
畜
産
係
長
）
▼
課
長
補

佐
兼
農
地
整
備
係
長　

太
田
信
明
（
農

地
整
備
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
地
籍
調

査
係
長　

岩
垣
廣
一
（
林
務
係
長
）
▼

林
務
係
長　

鶴
田
利
順
（
浜
坂
公
共
建

設
残
土
処
分
場
管
理
事
務
所
係
長
）
▼

主
事　

谷
田
光
晴
（
建
設
課
主
事
）

建
設
課

▼
主
査　

中
井
治（
産
業
建
設
課
主
査
）

上
下
水
道
課

▼
課
長　

岡
田
修
（
産
業
建
設
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
下
水
道
経
理
係
長　

北

村
誠（
出
納
室
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
下
水
道
施
設
係
長　

松

岡
清
和
（
下
水
道
施
設
係
長
）
▼
主
査

　

桶
本
千
恵
（
主
事
）

公
立
浜
坂
病
院

▼
看
護
師　

村
尾
貴
代
枝
（
介
護
老
人

保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
看
護
師
）

介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

▼
看
護
師　

岩
本
美
幸
（
公
立
浜
坂
病

院
看
護
師
）
▼
主
査　

桶
本
安
弘
（
学

校
教
育
課
主
査
）
▼
運
転
手
兼
用
務
員

　

山
尾
勝
男
（
環
境
セ
ン
タ
ー
主
任
作

業
員
）

牧
場
公
園
課

▼
園
長　

丸
山
重
吉
（
兵
庫
県
よ
り
派

遣
）
▼
課
長　

植
村
進
（
園
長
）

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

山
本
順
子

（
総
務
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光

係
長　

長
谷
阪
治
（
商
工
観
光
係
長
）

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

▼
主
査　

谷
元
菜
穂
子（
町
民
課
主
査
）

▼
主
事　

谷
岡
親
典
（
振
興
課
主
事
）

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

▼
副
課
長
兼
建
設
係
長　

中
井
孝
吉

（
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
）
▼
課
長
補

佐
兼
上
下
水
道
係
長　

古
西
誠
（
上
下

水
道
係
長
）

出
納
室

▼
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長　

田
渕
京
子

（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
住
民
税
係
長
）

▼
主
査　

中
島
秀
文
（
総
務
課
主
査
）

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

▼
課
長
兼
温
泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長　

島
田
信
夫
（
学
校
教
育
課
長
）
▼

参
事
兼
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

三
谷
満
男
（
温
泉
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務

係
長　

寺
谷
清
美
（
総
務
課
課
長
補
佐

兼
行
政
係
長
）▼
主
査　

鶴
田
昌
利（
住

民
福
祉
課
主
査
）
▼
主
事　

伊
賀
智
史

（
採
用
）

浜
坂
幼
稚
園

▼
園
長　

上
田
裕
子（
諸
寄
幼
稚
園
長
）

▼
主
任
教
諭　

楠
田
早
苗
（
諸
寄
幼
稚

園
主
任
教
諭
）

浜
坂
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
運
転
手
兼
調
理
員　

堀
江
正
則
（
介

護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
運
転
手
兼

用
務
員
）

温
泉
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
所
長
補
佐　

中
井
カ
ツ
子
（
議
会
事

務
局
課
長
補
佐
）

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

▼
課
長
兼
教
育
委
員
会
分
室
長　

山
本

清
孝
（
教
育
委
員
会
分
室
長
兼
温
泉
公

民
館
長
兼
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
館
長
）
▼
副
課
長
兼
加
藤
文
太
郎

記
念
図
書
館
長　

中
村
光
春
（
上
下
水

道
課
課
長
補
佐
兼
下
水
道
経
理
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
係
長　

森
本

彰
人
（
健
康
課
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金

係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
先
人
記
念
館
長

　

川
夏
晴
夫
（
社
会
教
育
係
長
）
▼
社

会
教
育
係
長　

仲
村
祐
子
（
但
馬
県
民

局
派
遣
）
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加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
課
長
補
佐　

松
本
八
重
子
（
係
長
）

教
育
委
員
会
分
室

▼
副
分
室
長
兼
温
泉
公
民
館
長　

太
田

洋
二
（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
地
域

振
興
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習

係
長　

宮
脇
美
智
子
（
総
務
課
電
算
係

長
）

議
会
事
務
局

▼
局
長　

川
崎
雅
洋
（
総
務
課
参
事
兼

人
権
推
進
室
長
）
▼
課
長
補
佐　

松
原

眞
紀
江
（
総
務
課
課
長
補
佐
兼
人
事
係

長
）

出
向
・
派
遣

▼
北
但
行
政
事
務
組
合　

長
谷
阪
仁
志

（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
長
）
▼
美

方
郡
広
域
事
務
組
合　

山
本
洋
行
（
農

林
水
産
課
主
査
）
▼
但
馬
広
域
行
政
事

務
組
合　

東
康
次
郎
（
健
康
課
主
査
）

退
職
（
３
月
31
日
付
）

▼
浦
本
京
也
（
牧
場
公
園
課
長
・
兵
庫

県
へ
復
帰
）
▼
中
島
早
苗
（
公
立
浜
坂

病
院
看
護
師
）
▼
山
崎
正
男
（
温
泉
総

合
支
所
長
兼
振
興
課
長
）
▼
尾
﨑
美
津

人
（
総
務
課
長
）
▼
谷
口
賢
人
（
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
）▼
山
崎
道
夫（
農

林
水
産
課
参
事
）
▼
谷
口
博
文
（
浜
坂

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
有
本
満

（
議
会
事
務
局
長
）
▼
中
村
光
徳
（
加

藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
長
）
▼
新
古
雅

紀
（
企
画
課
長
）
▼
西
脇
正
子
（
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
温
泉
幼
稚
園

長
）
▼
問
端
訓
子
（
大
庭
保
育
所
園
長
）

▼
松
森
典
子
（
浜
坂
保
育
所
園
長
兼
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
松
井
宜
子

（
浜
坂
幼
稚
園
長
）
▼
植
村
慶
子
（
学

校
教
育
課
副
課
長
兼
教
育
総
務
係
長
）

▼
川
﨑
静
江
（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐

兼
商
工
労
政
係
長
）
▼
大
麻
一
枝
（
人

権
推
進
室
主
査
）
▼
中
野
政
恵
（
介
護

老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
准
看
護
師
）

▼
芝
岡
仁
美
（
介
護
老
人
保
健
施
設
さ

さ
ゆ
り
介
護
福
祉
士
）

【
新
規
採
用
】

健康課主事
田中早耶香

大庭保育所保育士
小林三奈子

浜坂保育所保育士
北村　恭子

八田診療所長
重白　啓司

学校教育課主事
伊賀　智史

４
月
１
日
よ
り　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
業
務
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

「
す
こ
や
か
～
に
」
に
移
り
ま
す

　

行
政
組
織
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
４

月
１
日
よ
り
従
来
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で

の
業
務
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
こ

や
か
～
に
」
へ
移
行
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
業
務
内
容
に
よ
っ
て
は
、

当
分
の
間
、
浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
～
に
」
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
～
に
」

　

新
温
泉
町
湯
１
０
１
９

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
５
５
０

▲保健福祉センター「すこやか～に」
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味
原
川
周
辺
地
区
が
景
観
形
成
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

広
報
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
本
町
で
は
自
然
や
街
並
み
の
大
切
な
景

観
を
守
り
育
て
て
い
く
事
業
を
進
め
て
お
り
、
地
域
住
民
と
町
が
一
体
と
な
っ
て
浜

坂
地
区
に
つ
い
て
の
景
観
の
あ
り
方
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
基
に
、
特
に

景
観
へ
の
配
慮
が
必
要
な
地
域
と
し
て
、
味
原
川
周
辺
地
区
が
、
兵
庫
県
条
例
に
お

け
る
「
新
温
泉
町
浜
坂
味
原
川
周
辺
地
区
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
」
並
び
に
町
条
例

に
お
け
る
特
別
誘
導
区
域
「
味
原
川
周
辺
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
」
に
平
成
20
年
3

月
28
日
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
．
特
別
誘
導
区
域
に
指
定
さ
れ
る
と

住
民
は
何
か
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
か
？

Ａ
．
①
味
原
川
周
辺
地
区
は
、
観
光

面
で
も
特
に
景
観
を
守
り
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
で
す
の

で
、「
景
観
形
成
基
準
」
に
配
慮
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

②
住
宅
等
の
新
築
、
増
改
築
時
、
ま

た
、
自
動
販
売
機
の
設
置
時
に
は
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

③
「
景
観
形
成
基
準
」
に
合
っ
た
建

築
等
を
す
る
と
き
に
は
、
町
と
県
か

ら
、
補
助
及
び
助
成
を
し
ま
す
。

味原川周辺景観形成地区の指定範囲

Ｑ
．
基
準
ど
お
り
に
し
な
い
と
罰
則
が

あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
本
基
準
に
は
、
拘
束
力
や
罰
則
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
努
力
規
定

で
す
が
、
良
好
な
景
観
を
守
り
育
て

て
い
く
た
め
に
、
配
慮
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

４
月
１
日
（
火
）、
福
富
の
国
道

１
７
８
号
か
ら
指
杭
の
県
道
三
尾
浜
坂

線
を
結
ぶ
「
町
道
福
富
落
合
線
」
が
開

通
し
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
度
に
事
業
着
手
し
、
今
回

整
備
し
た
区
間
は
、
道
路
幅
員
７
㍍
の

二
車
線
道
路
で
、
延
長
１
１
０
㍍
、
総

事
業
費
１
５
７
０
万
円
を
か
け
て
行
い

ま
し
た
。
こ
の
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

指
杭
・
田
井
地
区
か
ら
公
立
浜
坂
病
院

な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
、
利

便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

工
務
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

町
道
福
富
落
合
線
が

　
　

開
通
し
ま
し
た▲町道福富落合線
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加藤文太郎
記念図書館

「4月のおすすめの本」
ご案内

０～４歳わが子の発達に合わせた１日３０分間『語りかけ』育児
サリー・ウォード著／小学館

赤ちゃんが誕生したら「毎日３０分語
りかけ」を実践することにより言葉は
もちろんのこと、“ 知能指数が驚くほど
伸びる ” とイギリスの言語治療士のサ
リー・ウォードは提唱する。月齢に応
じてのベビートークプログラムを紹介。

１週間作りまわしクッキング
大庭英子著／永岡書店

「きんぴらごぼう」がかき揚げや、豚肉
のきんぴら巻き焼き、きんぴらチャーハ
ンに大変身…。もとおかずで味がしっか
り作ってあるからアレンジも簡単。忙し
い毎日にとっても便利な１冊です。

セカンドスプリング
　川渕圭一著／ＰＨＰ

予備校の講師をしながら小説を書いて
いる大山哲也は、中学校の同窓会に出
席した。そこには、３０年前にタイム
スリップしたかのように懐かしい風景
と友人たちの姿があった。生き方の多
様性をテーマにした４０代の男女７人
が織りなす青春物語。

おじいちゃんのカブづくり
つちだよしはる作・絵／そうえん社

小学校２年生のほのかには、山の斜面
を焼いて畑にする「焼畑」で藤沢カブ
をつくるおじいちゃんがいます。藤沢
カブに愛情を持って育てているおじい
ちゃんの姿や雄大な自然が描かれてい
る絵本。

ゆうえんちはおやすみ
戸田和代作・たかすかずみ絵／岩崎書店

遊園地がお休みの日。警備員のおじさ
んが一人でいると、きつねがやってき
ました。観覧車に乗りたいと言うので
一回だけ乗せてやり、大喜びで帰った
きつねでしたが…。森の動物とおじさ
んの心暖まるお話。

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『木は　いいなあ』他
◆と 　き　4月26日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『おしゃれな　おたまじゃくし』他
◆と 　き　5月10日（土）午後2時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（4月号） 12

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

は休館日

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
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春のエコフェスタ

　上山高原エコミュージアムでは、一般参加者
と地元会員、子どもたちが自然復元ボランティ
アの活動を通して交流を深める春のメインイベ
ント “ 春のエコフェスタ ” を開催します。
　初日は草刈り作業、広葉樹の育樹作業と夕食
交流会。２日目はノハナショウブの植え付け、ブ
ナ林の自然観察会など盛りだくさんの内容です。

◇と　　き　5月 17日（土）、　5月 18日（日）
◇と こ ろ　上山高原
◇主 催　特定非営利活動法人
　　　　　　　　上山高原エコミュージアム
◇参 加 費　１日　大　　人２，０００円
　　　　　　　　　小中学生１，０００円 
◇持 ち 物　軍手、雨具、長靴
◇募集人員　先着１００人
◇募集期限　5月５日（月）

H20（2008）.4.10

広報しんおんせん（4月号）

上山高原エコミュージアムからのお知らせ

公
立
浜
坂
病
院
か
ら
外
来
診
察
の

受
付
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

４
月
よ
り
毎
週
火
曜
日
の
整
形
外
科

外
来
診
察
の
午
後
の
受
付
時
間
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
診
療
科

　

整
形
外
科
（
山
本
勝
彦
医
師
）

▼
受
付
時
間
（
火
曜
日
）

　
（
変
更
前
）
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
（
変
更
後
）
午
後
１
時
～
２
時

※
午
前
中
と
、
水
・
木
曜
日
の
受
付
時

間
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

上山高原山開きイベント

　上山高原エコミュージアムでは、山開きイベ
ントを開催します。ススキ草原の復元作業の実
証事業として草原に火を入れる作業や、左馬殿
道（5.5㎞）をハイキングします。ぜひご参加く
ださい！

◇と き　４月 27日（日）
　　　　　　　午前 9時～午後３時 30分
　　　　　　※少雨決行で、雨天の場合は火入
　　　　　　れ作業は中止します

◇と こ ろ　上山高原
◇主 催　特定非営利活動法人
　　　　　　　　上山高原エコミュージアム
◇参 加 費　 無料
◇募集人員　先着 50人
　　　　　　（定員になり次第締め切ります）
◇募集期限　4月 18日（金）

―申し込み・問い合わせ―
上山高原ふるさと館

電 話：（０７９６）９９－４６００
F A X：（０７９６）９９－４６０１
E-mail：ueyama-eco@yumenet.tv

▲公立浜坂病院
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H20（2008）.4.10

まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20年 3月 20日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（4月号）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 300
㈲ラッキー美容院 美容技術一般、

アシスタント等 39以下 140～ 250

オザキ住建㈱ 営業 不問 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 160～ 195
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 119～ 149
㈲山米鮮魚 ホームページ

作成補助 不問 130～ 180
㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250～ 300
丸瀬興業 土木作業員 不問 180～ 270
㈱北近畿クボタ 営業サービス 35以下 168～ 225
㈱山陽フードサービス 栄養士 不問 140～ 250

日清医療食品㈱
近畿支店

調理員
不問 133～ 146調理師

栄養士 144～ 176
㈱隆栄水産 営業 不問 190～ 300
㈲岡市組 型枠工 不問 161～ 207

（温泉地域）

㈱朝野家
販売係

不問
140～ 150

営業係 145～ 155
客室係 225～ 260

㈱みよしや旅館
客室係

不問
205～ 245

経理事務 140～ 170
フロント 145～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198

㈱井筒屋
客室係

不問
231～ 256

調理係 147～ 228
料飲係 163～ 188

㈲八田屋 客室係 不問 188～ 226

㈱寿荘

フロント

不問

150～ 230
配膳係 180～ 250
事務員 150～ 200
喫茶販売 150～ 200

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

看護師 不問 182～ 207
介護職 150～ 158

㈱リフティング
ブレーン鳥取営業所 客室係 不問 176

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 140
看護師 152

㈱西沢製作所 溶接工 不問 143

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700～1,000

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750～1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウエーター、
ウエートレス 不問 750～ 950
販売補助 800～ 950

山陰道路㈱ ホール係 不問 700～ 800
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 900～1,200
特定非営利活動法人にーず 看護師 不問 1,100
サイバーワールド 調理補助

及び接客 不問 700～ 900

㈱白バラドライ 包装、プレス仕上、
ルート配送等 不問 900～1,000

西部電気工業㈱
大阪支店 交通誘導員 不問 1,200～ 1,467
日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730～ 790

㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700～ 850
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～2,180
㈱田中工業所 ゴミ収集作業員 不問 1,133

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

調理場補助 850

㈱井筒屋

配膳係

不問

800
布団敷き 800
客室係 1,300
車両係 800～ 850
料飲係 950～1,100

医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200～ 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800～1,500
洗浄係 800～1,200

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000～ 1,300
㈲八田屋 客室係 不問 800～1,000
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

看護師
不問

1,200～ 1,400
介護補助員 950～1,000

㈱ナカケー レジ・接客業務 不問 800～ 950
㈱朝野家 ヒーリング

ルーム係 不問 800
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 730
看護員 850

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～ 2,500

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770厨房スタッフ
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～2,180
㈱西沢製作所 溶接工 不問 700～ 850
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
27―

平
成
20
年
度
農
作
業
等
標
準
料
金
及
び
標
準
小
作
料
改
定
に
つ
い
て

広報しんおんせん（4月号）

　

平
成
20
年
度
農
作
業
等
標
準
料
金
と
標
準
小
作
料
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
料
金
は
あ
く
ま
で
も
標
準
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
双
方
の
話
し
合

い
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

（単位：円）
作　業　区　分 金　　額 備　考

農作業日給 （実働８時間、技術作業は別料金） 8,000 
10 アール当り
整備田 左記以外

耕うん

１回目 7,000 8,000
２回目（２番すき） 5,000 6,000
代かき 9,000 10,000
湛水あらしろ同時 13,500 16,000
ディスク耕うん 7,000 8,000

機械田植え 8,000 9,400
農薬散布（パイプダスターによる機械防除） 2,000 3,000 農薬代は別

刈取作業

バインダー作業
（刈倒し・紐代含） 9,000 10,000 倒伏並びに湿

田は２割～５
割増
すみ刈含まず。
委託者立会

コンバイン作業 21,000 23,000
脱穀作業（ハーベスタ）
1日 8時間 15,000

あぜぬり（機械作業で 1ｍ当り） 100  

育　　苗
（１箱当り）

硬化苗 661（運賃 89円別）ＪＡに準ず
る（予約外
は別料金）

緑化苗 556（運賃 89円別）
発芽苗 420（運賃 63円別）

乾燥（生籾・コンバイン袋） 14,000（10ａ当たり）1袋 700 円
籾摺り（30㎏） 500
◇整備田とは、最近基盤整備された四角形のほ場をいいます。
◇この料金は、あくまで標準となるものですから、ほ場の形状，土質、進入
　難易度等により画一的に決定できませんので、当事者双方の話し合いで調
　整してください。

平成 20 年度新温泉町農作業等標準料金（消費税込）

（単位：円）

農地の区分 小作料の標準額 備　考（１０ａ当たり）

田 浜坂地域 8,000 ただし、水稲の作付けの場合とし、ほ場未整備田等条件の良く
ない場合や、転作等水稲以外の作付けの場合については、貸し
手及び借り手双方の間で別途協議するものとする。

温泉地域 8,000
畑 定めない

※ この標準小作料は、平成２０年４月１日以降に支払われるべき小作料について適用します。

◆問い合わせ　農業委員会　℡（０７９６）８２－５６２６

新温泉町標準小作料（消費税込）

▼
作
り
方

①
い
ち
ご
は
ヘ
タ
を
取
っ
て
洗
い
、
水

切
り
を
す
る
。

②
鍋
に
、
い
ち
ご
、
砂
糖
、
レ
モ
ン
汁

を
入
れ
て
煮
る
。

③
表
面
に
浮
か
ん
で
く
る
ア
ク
を
す
く

い
取
り
な
が
ら
煮
詰
め
る
。

※
い
ち
ご
の
種
類
に
よ
っ
て
砂
糖
、
レ

モ
ン
汁
を
加
減
す
る
。

※
鍋
は
ホ
ー
ロ
ー
製
か
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
も
の
を
使
う
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
い
ち
ご
ジ
ャ
ム

◆材料
・いちご・・・・・・  1㎏
・砂糖・・・・・・・600g
・レモン汁・・・・・少々
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　「ふれあいインドアサッカー大会」を３月 16日（日）、
健康公園すこやかドームで行いました。この大会は、サッ
カー初心者や女性への競技の普及と、幅広い年齢層の中
で親睦を深めることを目的としたもので、小学校低学年
や女性チームなど９チームが参加し、白熱した試合を繰
り広げました。
　選手らは日ごろの練習で身に付けたパスやドリブルの
技術などを発揮し、幅広い年齢層の選手らはインドア
サッカーを通じて交流を深めました。

湯村れい子里帰りコンサート
　３月９日（日）に夢ホールで、新温泉町中辻出身で観
光大使を務めている湯村れい子さんの里帰りコンサート
が開催されました。湯村さんは、現在、愛知県犬山市に
在住。３年前に最初の曲が全国発売をされ、温泉町観光
協会の推薦曲になりました。コンサートでは、犬山市の
バンドの演奏をバックに湯村さんが持ち歌を熱唱しまし
た。犬山市で企画されたバスツアーの参加者も来場する
中、寅さんのものまねや犬山市長のメッセージも披露さ
れ、盛況の内にコンサートは幕を閉じました。

小学校卒業式
　３月 21日（金）、町内 10校の小学校で卒業式が行わ
れ、男女計 192 人が晴れの日を迎えました。
　まだ雪が校庭に残る春来小学校では、卒業生は小谷尚
頌君一人で、９人の在校生や地域住民に見送られ、思い
出のいっぱい詰まった学び舎を巣立ちました。式ではみ
んなで練習を重ねてきた竹太鼓の演奏も行われ、息の
あったバチさばきを披露しました。最後に小谷君は「家
族や地域の人からいつも支えてもらいました」とあいさ
つし、母校を後にしました。

　３月 19 日（水）浜坂多目的集会施設で、「ジオパー
ク学習会」を開催しました。
　本町は、山陰海岸国立公園内に位置する関係市町とと
もにジオパーク（地質公園）認証を目指しており、町民
の理解を深め、今後の活動の推進を図るため行ったもの
で、観光関係者をはじめ約 60人が参加しました。学習
会では、日本地理学会員の谷本勇さんを講師に迎え「山
陰海岸国立公園の景観的価値とジオパーク構想」と題し
た講演を行い、参加者らは熱心に聞き入っていました。

ジオパーク学習会

H20（2008）.4.10

広報しんおんせん（4月号）

ふれあいインドアサッカー大会
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　　　　　　　　　　宇都野学園・とちのみ学園修了式

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（4月号）

場町長から修了証書が授与されました。また、１年間休
まずに講座を受講した 35人の学園生に皆勤賞が授与さ
れました。最後に在校生を含む出席者全員で旧浜坂町歌
の「わたしの浜坂」を合唱しました。
　また、３月７日（金）にはとちのみ学園の修了式を夢
ホールで行いました（写真左）。馬場町長から２年間の
講座を修了した１８人に修了証書、２０年間の講座を修
了した１人に修士号が授与されました。１年間休まずに
受講した９人の学園生に皆勤賞が授与されたほか、精励
賞、特別精励賞の授与が行われました。

　本町では、町内の高齢者の方が趣味、教養を高め、生
きがいのある生活を創造していただくため高齢者大学
「宇都野学園」「とちのみ学園」を創設しています。
　３月６日（木）浜坂多目的施設集会施設で宇都野学園
の修了式を行いました（写真右）。修了式には、在校生
や修了生、学園関係者などが出席し、４年間の講座を修
了した９人と、２年間の大学院講座を修了した４人に馬

　幼い時から表現する喜びを味わわせ、創造力と豊かな
情操を育てる美術教育を推進する目的として創設された
「第 67回全国教育美術展」（㈶教育美術振興会主催）で、
ふれあいセンターゆめっこランドが『各都道府県・指定
都市教育委員会賞（地区学校賞）』を受賞し、３月７日
（金）、北村教育長より園児達に表彰伝達しました。
　美術展には、全国 2,782 の小中学校、幼稚園、保育
所から作品の応募があり、初めての応募にもかかわらず
学校賞のほか、多くの園児たちが受賞しました。

ゆめっこランド全国表彰

　３月８日（土）鳥取市の人形劇団「こうま座」による
人形劇公演を、加藤文太郎記念図書館で行いました。親
子連れら約 100 人が訪れ、会場に入りきれないほどの
大盛況でした。
　「ケロちゃんトークショー」「おてがみ」と題した２つ
の人形劇が行われ、カエルやたぬき、きつねなどさまざ
まな人形が登場し、子供たちはかわいらしい人形の動き
や面白いセリフにひきつけられ、お話の中に入り込んで
いました。

「こうま座」人形劇公演
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.4.10

ご
案
内

広報しんおんせん（4月号）

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
＊
萬
桂 

「
日
本
海
の
白
い
浪
」・
小
説

「
浜
大
根
の
花
」
挿
画
原
画
展

▼
と
き　

４
月
12
日（
土
）～
30
日（
水
）

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

小
説
「
浜
大
根
の
花
」（
花

波
ト
モ
子
作
）
に
掲
載
さ
れ
た
挿
画

の
原
画
を
は
じ
め
、
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
＊

萬
桂
さ
ん
の
書
作
品
等
35
点
を
展
示

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

第
10
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬
は
、
会

員
に
よ
る
持
ち
寄
り
品
、
手
作
り
品
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
等
多
数
の
商
品
を
用
意

し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
収
益
金
は
全
て
奉
仕
寄
付
金
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
く

の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
29
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬　

藤
原

　

℡
（
０
７
９
６
）
37
‐
０
２
６
１

絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

4
月
25
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

「第９回全日本かくれんぼ大会」参加者募集
　湯村温泉街を舞台に誰もが楽しめる〝かくれんぼ〟
の大会です。400 人の「おに」が、湯区内に隠れた
200 人の「隠れ人」を見つけ出し、奉行所まで連行し
ます。

◆と　き　６月８日（日）午前 10時 30分～
◆ところ　湯村温泉街
◆主　催　全日本かくれんぼ協会
◆内　容　・〝おに〟で参加
　　　　　　湯村温泉街のエリア内に隠れた　　　　
　　　　　　〝隠れ人〟を探し出します。
　　　　　　（対象者）町外在住者に限る
　　　　　　（参加費）大人 2,000 円、小人 1,000 円
　　　　　・〝隠れ人〟で参加
　　　　　　（対象者）中学生以上
　　　　　　（参加費）1,000 円
◆募集期限　５月 21日（水）

‐ 問い合わせ ‐
全日本かくれんぼ協会

（事務局・温泉総合支所振興課）
　℡（0796）92-1131（代）

平
成
20
年
度
調
理
師
及
び

製
菓
衛
生
師
試
験

▼
願
書
受
付
期
間　

５
月
12
日
（
月
）

～
19
日
（
月
）

▼
試
験
日
時
・
場
所　

７
月
13
日（
日
）・

県
立
豊
岡
高
等
学
校

▼
願
書
の
配
布

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
６
１

試　

験



19

固
定
資
産
税
縦
覧
期
間

の
お
知
ら
せ

▼
縦
覧
に
供
す
る
台
帳

　

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）
～
５
月
20
日
（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
等

の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す

▼
縦
覧
場
所　

役
場
税
務
課
お
よ
び
温

泉
総
合
支
所
振
興
課

▼
縦
覧
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

◇
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
で
き
る
方
は
、
次
の
方
に
限
り
ま
す

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

町
内
に
所
在
す
る
土
地
の
固
定
資
産

税
の
納
税
者
、
そ
の
同
居
す
る
家
族

ま
た
は
、代
理
権
（
委
任
状
が
必
要
）

を
有
す
る
方

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

町
内
に
所
在
す
る
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
納
税
者
、
そ
の
同
居
す
る
家
族

ま
た
は
、代
理
権
（
委
任
状
が
必
要
）

を
有
す
る
方

◇
縦
覧
で
き
る
方
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
、
お
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
、

課
税
明
細
書
、
ま
た
は
運
転
免
許
証

等
の
ご
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も
の

を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
縦

覧
申
請
書
は
、
所
定
事
項
を
は
っ
き

り
ご
記
入
の
う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
混
雑
時
に
は
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
互
い
に
融
通

し
あ
っ
て
縦
覧
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◇
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
コ

ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
、
必
要
に
応
じ
て
記
載
事
項
を
メ

モ
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ご
本
人
所
有
の
土
地
や
家
屋
以
外
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
た

め
、
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

◇
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
係

員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

資
産
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

　

温
泉
総
合
支
所
振
興
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

広報しんおんせん（4月号）

H20（2008）.4.10

第
20
回
大
学
等
就
職
面
接

相
談
会

　

来
春
、
大
学
等
を
卒
業
し
、『
ふ
る

さ
と　

但
馬
』
に
就
職
を
希
望
す
る
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
但
馬
の
企
業
の
人
事

担
当
の
方
と
相
談
、
面
談
し
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
「
第
20
回
大
学
等
就
職

面
接
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
２
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
４
時（
正
午
よ
り
受
付
）

▼
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
幸
祥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
高
町
土
居
）

▼
対
象　

・
平
成
21
年
春
に
大
学
、
短
大
、
各
種

専
門
学
校
卒
業
予
定
者

・
平
成
20
年
春
に
大
学
、
短
大
、
各
種

専
門
学
校
卒
業
の
未
就
職
者

・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

▼
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
は
、
ご
み
の

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
、
牛
乳

パ
ッ
ク
と
食
品
ト
レ
ー
を
回
収
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
回
収
す
る
も
の　

牛
乳
パ
ッ
ク
（
裏

に
銀
紙
が
つ
い
て
な
い
も
の
を
開
き

洗
っ
て
乾
か
す
）、食
品
ト
レ
ー
（
白

色
の
も
の
を
き
れ
い
に
水
洗
い
し
、

乾
か
す
）

▼
回
収
方
法　

温
泉
地
域
婦
人
会
会
員

宅
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福

祉
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
期
限　

４
月
25
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
事
務
局

　
　
（
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
）

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

お
知
ら
せ

山火事に注意しましょう
　山火事の発生しやすい季節となりました。山火事
のほとんどは火の取り扱いの不注意によるもので
す。あぜ焼きなどをするときは消防署に届出をし、
消火準備を整えてから行いましょう。また、空気が
乾燥しているときや、風の強いときはやめましょう。
　「山火事は　地球の未来も　燃やします」
豊かな自然を火災から守りましょう。
◆問い合わせ　美方広域消防本部
　　　　　℡（０７９６）92‐０１１９
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I N F O R M A T I O N
H20（2008）.4.10

広報しんおんせん（4月号）

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

4月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

4月23日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

4月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

4月17日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

平
成
20
年
産
水
稲
共
済
の

単
位
当
た
り
の
共
済
金
額

　

平
成
20
年
産
水
稲
共
済
の
単
位
当
た

り
の
共
済
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
最
高
額
２
１
７
円

　
（
前
年
最
高
額
は
２
１
６
円
）

▼
そ
れ
以
外
の
金
額

　

１
９
５
円
、
１
７
４
円
、
１
５
２
円
、

１
３
０
円

◇
農
作
物
（
水
稲
）
共
済
で
は
、
単
位

当
た
り
共
済
金
額
を
特
に
希
望
す
る
農

家
に
限
り
最
高
額
以
外
の
金
額
の
中
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
低
い
金
額
を
選
択
す
る
と

被
害
に
あ
っ
た
時
に
支
払
わ
れ
る
共
済

金
が
少
な
く
な
り
、
十
分
な
補
償
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
か
た
で
は
、
被
害
に

あ
っ
た
際
に
十
分
な
補
償
が
受
け
ら
れ

る
最
高
額
で
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

◇
最
高
額
（
２
１
７
円
）
を
選
択
す
る

場
合
に
は
手
続
き
は
不
要
で
す
が
、
単

位
当
た
り
共
済
金
額
を
選
択
す
る
場
合

に
は
、
５
月
31
日
（
土
）
ま
で
に
「
農

作
物
（
水
稲
）
共
済
単
位
当
た
り
共
済

の
対
象
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
い
て
名
簿
の
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

名
簿
に
は
、
生
年
月
日
や
対
象
と
な

る
状
態
等
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
内
容
が
個
人
情
報
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
本
人
の
意
思
に
よ
る
登
録
申
請
が
必

要
で
す
。

　

申
請
の
方
法
や
お
問
合
せ
に
つ
き
ま

し
て
は
町
民
課
、
温
泉
総
合
支
所
住
民

福
祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

区
長
・
町
内
会
長
お
よ
び
地
域
担
当
の

民
生
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

消
防
防
災
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

金
額
個
人
選
択
申
出
書
」
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
み
か
た
（
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
）

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
か
た

　
（
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
４
１
０

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に

登
録
し
て
く
だ
さ
い

　

風
水
害
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が

発
生
し
た
際
に
、
避
難
所
ま
で
自
分
一

人
で
は
避
難
が
困
難
と
思
わ
れ
る
方
を

「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
平
成
16
年
７
月
の
梅

雨
前
線
豪
雨
等
を
契
機
に
、
災
害
時
に

行
政
や
地
域
が
協
力
を
し
て
「
災
害
時

要
援
護
者
」
を
安
全
に
避
難
所
へ
避
難

で
き
る
よ
う
に
、
対
象
者
を
把

握
し
て
、
支
援
す
る
施
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
「
災
害

時
要
援
護
者
」
の
対
象
者
名

簿
を
作
成
し
、
自
主
防
災
組

織
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て

避
難
時
の
支
援
体
制
を
図
り

ま
す
。

　

次
の
「
災
害
時
要
援
護
者
」
▼災害時要支援者の対象
一人暮らし高齢者（65歳以上）
高齢者世帯（65歳以上）
寝たきりで家族支援がない方
視覚障害者（身体障害者手帳２級以上）
聴覚障害者（身体障害者手帳２級以上）
肢体不自由者（身体障害者手帳２級以上）
内部障害者（身体障害者手帳所有者）
知的障害者（療育手帳Ａ判定）
精神障害者（精神障害者保健福祉手帳所有者）
同居の家族が高齢で支援が必要な方
難病患者
妊産婦（妊娠後期の方）
乳幼児
外国人（日本語を理解しにくい方）
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但
馬
地
域
づ
く
り
活
動

応
援
助
成
事
業
の
募
集

　

地
域
団
体
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
住
民
の
方
々
や
地

域
団
体
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
主
体
的

に
取
り
組
む
活
動
に
対
し
、
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体　

但
馬
地
域
を
活
動
基
盤

と
し
て
い
る
地
域
団
体

▼
助
成
金
額

①
地
域
活
動
枠
事
業

　

１
件
当
た
り
10
～
50
万
円

②
広
域
活
動
枠
事
業

　

１
件
当
た
り
10
～
１
０
０
万
円

▼
募
集
期
間　

４
月
21
日
（
月
）
～

　

５
月
23
日
（
金
）

▼
説
明
会　

５
月
８
日
（
木
）（
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ　

こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し

い
但
馬
推
進
会
議
事
務
局
（
但
馬
県

民
局
県
民
運
動
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
４
７

広報しんおんせん（4月号）

H20（2008）.4.10

県
立
但
馬
牧
場
公
園 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
展
示
企
画
の
募
集

　

県
立
但
馬
牧
場
公
園
は
、
地
域
の
文

化
活
動
の
支
援
や
地
域
間
交
流
、
グ

ル
ー
プ
間
の
情
報
交
換
な
ど
を
お
手
伝

い
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
主
に
会
議
等
に
使
用
し

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を
、
一
般
の

文
化
団
体
等
の
展
示
会
に
使
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
営
利
を
目
的
と
し
な
い
展
示
会
を
開

催
し
た
い
」
と
い
う
場
合
、
展
示
会
開
催

希
望
の
３
か
月
前
ま
で
に
事
務
所
に
所

定
の
用
紙
で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
場
所　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
（
ビ
ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
内
）

▼
使
用
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
但
馬
牧
場
公
園

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
６
４
１

「
青
い
鳥
学
級
」
学
級
生
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

視
力
に
障
害
を
も
つ
仲
間
が
集
い
、

学
習
す
る
た
め
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
支
え
あ
い
、
磨
き
あ
い
な
が

ら
、
豊
か
な
心
、
生
活
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
開
設
時
期　

平
成
20
年
５
月
～
12
月

（
年
６
～
８
回
）

▼
会
場　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
、
町

民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

町
内
在
住
で
障
害
者
手
帳
（
視

力
障
害
）
を
も
っ
て
い
る
20
歳
以
上
の
人

▼
学
習
内
容　

地
域
交
流
、野
外
学
習
、

遠
足
及
び
講
習
会
な
ど

▼
募
集
期
限　

５
月
14
日
（
水
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

学
級
生
の
介
添
え
、
学
級
活
動
の
お

手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

５
月
14
日
（
水
）

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

募　

集

【広告】　　　　　　－あなたの暮らしをお手伝いします－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを提供して、ご
好評をいただいております。
　その一つに「買い物代行サービス」があります。食材、生活用品等、新温泉町のお店で購入できる商
品でしたら、ご希望の物を何でもご自宅までお届けします。（代行料１回８００円～）欲しいものがあっ
ても交通の便が悪くて買いに行けない場合や、かさばるものが欲しい場合などお声をかけてください。
　その他お庭の草取り、墓掃除、家庭の簡単な雑用、外出の付き添い等、出来る限りのことを致します。
お気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。

◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６




